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1.研究実施の概要 

膨大性，多様性，開放性を有する利用環境において，自律性と複合性を複合的に構成す

ることができる情報基盤システムの設計原理の確立，同原理に基づいたシステム実装，及

びその有効性の検証に関する研究を行う．統一的な設計原理として，仮想計算環境の原理

について研究を行い，物理環境とは独立に自律性を有する仮想計算環境を構成し，さらに

複数の仮想計算環境を連合させ，自律性を有する計算環境を構成可能とする． 

本研究は，自律連合システム，仮想計算環境，データインターオペラビリティ，分散コ

ンピューティングの言語と検証という4つのグループにより構成されている． 

自律連合システムグループと仮想計算環境グループは，緊密に連絡をとりながら，我々

が以前より研究開発を進めているSoftwarePotシステムの機能拡張を進め，実用度の高い

自律連合型仮想計算環境の構築を行う．アクセス制御機能，スナップショット機能，リモ

ートホスティング機能，オートノミック機能等の実現を図る． 

データインターオペラビリティグループは，データベース，Webデータ，ストリーム情

報源等の多様な自律的情報源を連合させる方法に関して研究を行う．オープン環境でのア

クセス制御法，情報探索・分類機能，オントロジーを用いた意味的な連合機能，自律的機

能調停法等を開発する． 

分散コンピューティングの言語と検証グループは，自律連合の基本的な形態と考えられ

るWebプログラミングに関して，現状の問題点を明らかにし, Webプログラミング言語設計

の基盤となるプログラミング・モデルの構築を目指した研究を行う．また，自律性をもつ

サイト間で安全な情報処理システムを構築する際に必要となる，安全なデータ交換形式に

関する研究を行う． 
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タサイエンス専攻 助教授） 
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